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１．はじめに 

施設園芸においては、降雨が遮られるため全ての水が灌漑設備を通して供給される。しかし、

その灌漑実態についての具体的な報告例は、実験圃場や 10a 程度の園芸用施設を対象としたも

のがわずかにみられる程度である。施設園芸を主たる灌漑の対象とし、水利施設の管理者がより

効率的な運用を検討する場合や、新たに灌漑計画を立案する場合には、数 ha 規模の広域におい

て複数の営農者による灌漑水量のデータが有用であろう。 

本報告では、トマト、電照ギクを主たる作付け品種とする約 90ha の灌漑ブロックを対象とし

た、ブロック全体の日あたりの平均灌漑水量を明らかにするための調査結果を報告する。 

２．調査地区の概要と調査方法 

調査地区は愛知県田原市に位置する、受益面積 92.6haの畑地灌漑地区（以降、A地区とする）

とした。A 地区は豊川用水の受益地であり、施設園芸では主にトマト、電照ギクが栽培されてい

る他、露地では秋から冬にかけて主にキャベツが栽培されている。管理者からの聞き取りによる

と、「以前は施設園芸で電照ギクが大半を占めていた。次第に大玉トマトが増え、のちにミニト

マトが増えた。現在は、電照ギク、大玉トマト、ミニトマトがおよそ同じ程度の割合。」とのこ

とであった。A地区では、ファームポンドの貯水を配水槽に揚水し、そこからパイプラインを通

じて各圃場へ重力を利用して配水されている。ファームポンドの容積は 2,856 m3、配水槽の容積

は 1,008 m3である。 

A地区における作付け実態の調査方法は次のとおり。はじめに、Google Earthの地図をもとに

A 地区内の全ての園芸用施設 597 戸を番号で整理し、2023 年 7 月 26 日、27 日に現地にて目視

で作付け品目を確認した。また、334圃場の露地畑についても、2023年 8月 25日と同年 9月 20

日に同様に踏査した。これらの踏査の際、対面することができた 25の農家に、水利用や農作業

についてインタビューした。なお、それぞれの園芸用施設、露地畑の面積は、Google Earth上で

ツールの面積測定機能（多角形）を用いて求めた。 

A 地区内の灌漑水量（配水量）は、揚水ポンプの電気使用量と圧力式水位計による 10分ごと

の配水槽の水位をもとに、1時間単位で配水槽の水収支を計算して求めた。 

３．結果と灌漑の実態 

現地踏査の結果、A地区の園芸用施設における作付け品目とその面積は Table 1のとおりであ

った。トマトがハウスの戸数、面積とも一番大きく 213戸で面積 15.5 ha、次いで電照ギクが 159
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戸で 8.5 ha、続いてその他、不明・作付け無等、

メロンであった。灌漑については、トマトは植え

替え時期で栽培を目的とした灌漑水の利用は確

認できなかった。ただし、16 戸の園芸用施設で

土壌消毒がなされており、十分に灌水された土

壌がビニールシートで覆われていた。また、2戸

の園芸用施設で機器の調整のために灌漑水が利

用されていた。電照ギクは A 地区では周年栽培

であり、年間を通じて灌漑水が利用されている。

8 戸の電照ギク農家へのインタビューの結果、

「数日おきに朝のみ，もしくは朝夕に数分程度灌

漑する」の回答が多く得られた一方で、「（特に地

区の末端側では）日中は水圧が低い場合がある

ため夜間にタイマーをセットして灌漑する」の

回答もあった。その他は、多くがネギなどの野菜

であり、灌漑水の利用は確認できなかった。メロ

ンも灌漑水の利用は確認できなかった。 

露地畑の作付け品目とその面積はTable 2のと

おりであった。休耕が圃場数、面積とも一番大き

く 70圃場で 7.6 ha、次いで耕耘が 53圃場で 7.5 

ha、続いて耕作放棄、キャベツ、家庭菜園、その

他、空地、不明、水稲であった。「耕耘」とは、

植付け前の耕耘済みの圃場を意味する。灌漑に

ついては、水稲を除くと灌漑水の利用は確認できなかった。なお、水稲の灌漑水は豊川用水の支

線から直接供給されており、今回対象とした配水槽からの灌漑水の利用は無い。 

以上の結果より、調査期間中、灌漑水の利用があったのは、園芸用施設における電照ギク栽培

とトマトの土壌消毒であった。ここで、トマトの機器調整に利用される灌漑水については、2戸

の園芸用施設で確認されたのみであるため、考慮していない。 

なお、園芸用施設と露地の作付け面積の和が受益面積とならないのは、園芸用施設の管理用地

等が含まれていないためである。 

４．地区への配水量 

地区への日当たり配水量は、踏査日である 7月 26日が 1,850 m3/d、7月 27日が 1,907 m3/d で、

2日間の平均は 1,878 m3/dであった。なお、7月 26日、27日の前後 1週間の期間（7月 19日～

8 月 3日の 16 日間）の日当たり配水量は、平均 1,843 m3/d、標準偏差 145 m3/d であり、7 月 26

日、27 日の両日の値は突出した値ではない。これを電照ギクと土壌消毒のトマトの園芸用施設

の面積の和で除すると面積当たりの日平均配水量は 20.0 mm/dであった。 
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Table 1 園芸用施設における作付け品目と面積 

Crops and area of the greenhouse horticulture in the A block 

品目 ハウス戸数 面積（ha） 

トマト 

（うち土壌消毒中） 

213 

（16） 

15.5 

（0.9） 

電照ギク 159 8.5 

その他 66 3.6 

不明・作付け無等 117 3.1 

メロン 42 3.0 

合計 597 33.7 

 
Table 2 露地栽培における作付け品目と面積 

Crops and area of the upland field in the A block 

品目 圃場数 面積（ha） 

休耕 70 7.6 

耕耘 53 7.5 

耕作放棄 60 6.4 

キャベツ 25 3.5 

家庭菜園 50 2.6 

その他 25 2.3 

空地 30 2.1 

不明 15 1.2 

水稲 6 1.1 

合計 334 34.3 
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